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　南十字星3題
高濱虚子・大口周作・田村三三
箱根　丸か　ら
　私が南支那海を南へ南へと日を重ねて航するに從って，暑さが段々と増して
來た．密雲が察を蔽ふてるた二日の不愉快な天氣が急にカヲリと晴れて，日本
の眞夏のようになった日であった．甲板を掃除してみる水夫達も，一齊に白服
になって，いつもよりは輕快に立働V・てるるように見えた．洗ひ清められた甲
板に，、白墨でヂツキ・ゴルフの丸や直線を描いて行くデッキ・ボ1イも，肇かな
氣分に眺められた．
　右舷の方に立つと，今まで何日かの聞見ることができなかった支那の大陸が
洋上遙かに見えて來た，是は三三のカムラン湾の見當であらうとのことであっ
た．乗客も，大方甲板に現れて，互に挨拶を交し，手摺に猛れて，この安南の
一端の陸地を眺めてみた．が，見てみる中に，その大陸の一一角も段々と後に遠
去かって行って，途に水天彷彿の間に見えなくなってしまった．
　午後にまた，左舷に一ツの島が見え初めて來た．共は，なだらかな丘を持っ
てるる，かなり大きな島で，その丘の口腹にな畑と畳しきものが少しばかり見
えてみて，既島には人家のあることが想像された．大洋の眞中にあるこの島に
住んでみる人の，さびしい，春氣な生活を想像して見たりした．
　楠窓君の話に，昨朝70度の温度であった海水が，昨夜は80度になってみる
といふ事であった．三二の温度は，海水の温度とほし“似よったものださうで，
現に私の部屋の寒暖計が82～83度を示してみた．
　晩食の時分に，傍らの楠窓君に「南十字の星は未だ見えないですか」と聞く
と，楠窓君は「さあ，もうそろそろ見えるでせう，1等運轄士にそう云って，
よく見える時分に知らせて貰ふ事にしませう」と，そう云って，メニウの裏に
その事を書いて，ボ1イに1等運縛士の食卓に持たしてやった．1等運轄士から
tt「もう見える筈ですから，後刻御知らせに参りませう」と云ふ返事が來た．
　ゆっくり晩食を濟ませて型の通り暫く雑談してから「まだ運韓士からは何と
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　　　　　　　　　　　　　　ノも云って來ませんが，ともかく上に昇って見ませう」と楠国君が云ったので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ蹴君と私ら闘の・そのテげ・レに九弓たものは，撚君後脚いて・食堂
の外‘・出たそこには3～4人の人力｛立ってるて・共駒人もまた・私’9h・“iih’一1、
字星を見に行くと云ふ事を傳へ即V・て，ぞろぞろと瞬いて來た．
8・9人の入は・操板からさらに階段断って・ボーげツ物・燃り，珪
下の畝行って見た浦励観渡すと・水轍近くには，うっすらと雲物
ってみて・とてもこの具合では十字星は見えそうには思へなかった・そこへ1
等騰士が來て「23時から2●3時頃までのflljは，雲も1伽て星もよく見え砺
分であらうと思ぴます」と云ρた．
赤道近くに來た・とによって浦＋字呪力‘脈ると云ふ事喚味輪つ・i4i．
まった人々は，小さい失望を感じたらしかったが，晴れてみる申天の星を仰し、
で，その飾の婬耀きを持つたブ（きな星の光観て・何れも驚嘆噌娩す
．るのであった中に醐々猷きく輝いてみる1ッの星を指して「あれはfl」と
云ふ星ですか」と聞くと・シリウスと翫た・‘勲オリオン心膜しい光を
放ってみた北斗七星は此幽らe’t，も硯えなL”　E云麟であった・ql静）
　　　　　　　　　　　　　硫黄　島　に　て
戸燃眞暗である・蝿火嵌き乍ら團lfi　l　Nひ・　Jb’Eの人々と肋話をして
みる，夕食に傾けた島酒の故か話がはつむ．
ランプの光が時雇の棚こ凝する・太β易と共に起き川で，太陽と共にf幅
肋生活・雌では嚇なんかは不必要らしい汰陽を時計としてみる島tv・）人
々脚會人等は及びもっかな曜太陽を愛する・我々胴撒畑賭逮嬬
る．
22時提灯を持って戸外に出る・同宿の山田さん・島の淋さん，；ktc私，パ
パイアとガジマルの林置けて島の一．翻）・蜥を「鮨す・撫ら1ご砂挨鋤
つのも見えよう，足も焼けつく火山次は歩き難い．
舩膿に源ふてるる粥ゆ臭槻をつく・塞を見」・げては危喉な雄道己
れでも時々立停まって星を見る・北極星が低く24度に掛かって烏星座が高く，
オリオンは西に横たはってるる，硫黄臭い崖をよぢる，海面より106米，II加）
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高繋に昇った，先づ北極星を背に向けて南を見た，烏の下に！見えた，生れて
始めての南十字，所謂キリスFの心臓も微か乍ら見える．地平線上2度位の高
さだから大氣の爲1等星が・3等星位にしか見えなtOL　22時牛，南十字は南中し
てみる，北十字（白鳥）よりは十字架らしく見える，ジiツト見つめる．南十字
の左の方に1等星2ツ，α・βケンタウル，南十字置α・βケンタウルは大阪や
東京では金輪際見えなV・，その爲この夜道をわざわざ出て來た事を話すと島の
青木さんは大物この島に棲んでみる事を喜んでみた．
　ヵノ1プスでさえ見象ねた私が，南十字やα・βケンタウルを見る事ができた
喜びを青木さん以上にしみじみ感じる．南方方面だけを荘然と見績けること一・一i
時，いつの［1再び此星に目見えるだらうか，立ち赤り裂ね立去り飛ねして夜牛
過ぎ南十字も横はつ左転崖を下る，（周作）
　　　　　　　　　　　　「銀河」随筆の一節
　赤緯：60度あたり銀河の石炭嚢と云はれる暗黒な場所の横に，菱形のa・β・γ・δ
の4墨より成る南十宇星，16～17世紀頃の航海者等はキリストの聖なるi姿をこ
の銀の十宇に見て敬度なる所りを捧げたと云ふ星々よ！さては日本の八幡船，
御朱印等の船夫等も南十字星にて方向を定めたであらう．
　トレミ1の「アルマゲスト」，バイエルの「ウラノメトリア」等々はケンタウ
ル座とされて居り，1679年フランスのロワィエに到って始めて十字架座となっ
た・ダンテの「示lli曲」煉獄篇，サン・ビエルの小設「ボオルとイルヂニイ」に
も出て來るし，日本では「天竺徳兵衛物語」には「大くるす」，「塞くるす」と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　ルぜイ　ロ呼ばれ，池田好運の「元和航海記」には懸船瑚呂と書かれて居た．（白桐）
　　　　　　　　　　　Super　Novaまた謬見される
　急報第263號で報じた事のあるZwicky氏は本年一月17日3ζもN・G・C　4636
星雲中に超新星を爽引した．該星雲は赤維12h3m268赤緯北3。25．6’（1855・0年分
鮎）にあり，超新星は獲見當rlの光度は14等，20日には125等となった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔急報345〕
